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【目的】
　日本人児童の食意識の現状に関して、スポーツ活動習慣の有無による差異を活動実施時間の視点を含め
て明らかにすると共に、保護者の食教育に対する意識との関連を検証した。
【方法】
　小学 4 ～ 6 年生児童400名とその保護者を対象とし、食行動に対する意識（食意識）と朝食摂取状況、
および保護者の食教育に対する意識を自記式質問紙法にて調査した。児童のスポーツクラブ所属の有無に
より運動群と非運動群に分類し、さらに運動群は、 7 時間/週以上のスポーツ活動を行う高水準とそれ未
満の低水準に細分した。
【結果】
　運動群とりわけ高水準群の児童は、非運動群に比して「朝･昼･夕の 3 食必ず食べる」意識のみ肯定的な
回答割合が有意に高く、朝食摂食率が高かった。性別で解析した結果、男子児童で同様の結果が認められ
た。運動群とりわけ高水準群の保護者は、非運動群に比して「できるだけ多くの食品を食べる」「食事の
バランスを考えて食べる」教育に対する意識が有意に高かった。保護者と児童の意識を比較したところ、
一部の設問の肯定的な回答の割合に有意差が認められた。
【結論】
　 7 時間/週以上の積極的なスポーツ活動は、男子児童の食意識の一部および保護者の食教育に対する意
識に関連していた。しかし、関連を示した設問は一部に限局されていた。また、食行動に対する児童と保
護者の意識には、ギャップが存在することが明らかとなった。
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原　著

Ⅰ　緒言

　子どもの食生活や身体活動は、健全な発育発達のみ
ならず、成人期以降の生活習慣 1）, 2）や健康状態 3）, 4）に
も影響する。健康日本21（第 2 次）においては、子ど
もの頃から健康な生活習慣を培い、生涯にわたる生活
習慣病予防のための具体的な目標として、「運動やス
ポーツを習慣的にしている子どもの割合増加」や「朝・
昼・夕の 3 食を必ず食べることに気をつけて食事をし
ている子どもの割合の増加」が掲げられている 5）。栄
養・食生活面に関して、とりわけ児童は食習慣の完成
期にあたり 6）、食に対する意識と食を適切に選択・判
断できる能力を育む食育推進の必要性が指摘されてい
る 7）。

　身体活動の中でも運動、とりわけ積極的なスポーツ
の活動習慣を有すると考えられるスポーツクラブに所
属する児童の食行動に関する意識（以下、食意識とす
る）や食行動は、一般児童に比べて好ましい水準にあ
ることが報告されている 8）。この報告は、2006年に実
施された調査データに基づいており、スポーツクラブ
に所属する小学 4 ～ 6 年生の男女児童の食意識と朝食
摂取状況を調査し 9）、小学 5 年生の一般男女児童を対
象とした先行研究10）の文献上のデータと比較を行なっ
たものである。その結果、スポーツクラブ所属児童は
一般児童より「朝・昼・夕と 3 食必ず食べる」、「好き
嫌いをしないようにする」といった食意識に関する設
問に対して肯定的な回答をした割合が高く、「朝食を
毎日食べている割合」も高かったことから、積極的な
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スポーツ活動が児童の食意識へ好影響を及ぼしている
ことを説明する根拠の一つとして、現在まで多数の先
行研究11）, 12）で引用されるに至っている。しかし、近
年、インターネットやソーシャル・ネットワーキング・
サービスの利用増加による生活習慣の変化13）、世帯規
模の縮小化14）やライフスタイルの多様化15）といった児
童の食生活に影響すると考えられる社会環境は著しく
変化している。すなわち、スポーツ活動を行う児童は
スポーツ活動習慣のない児童に比して、良好な食意
識・食生活を有するという2006年の調査に基づいた調
査結果 8）は、今日の児童の現状に則していない可能性
が考えられる。実際に、朝食摂取頻度等とスポーツ活
動の関連性を調べた近年の報告では、両者の関連を認
めた報告16）がある一方、関連を認めないとする報告17）

も存在し、一貫した結論は得られていない。しかし、
2006年の調査 8）以降、スポーツ活動の有無による日本
人児童の食意識の差異について、一編の論文内で検討
された先行研究は我々が知る限りなく、今日の児童の
現状は不明である。したがって、食育を推進するにあ
たり、今日のスポーツ活動習慣を有する児童、あるい
はスポーツ活動習慣の無い児童の食意識の現状を改め
て明らかにすることは、学習者を理解し、効果的な教
育を行うために重要と考えられる。
　一方、児童の朝食摂取や食品選択等の食行動は、児
童のみならず保護者の食に対する考え方や食事準備の
状況が強く関連し18）, 19）、保護者の支援は児童の食態
度や食行動変容に影響を与えるものとして位置づけら
れている20）。先行研究にて、スポーツクラブに通う子
どもの保護者は、食事の楽しさや食生活の満足感と
いった食関連のQuality of lifeが高く、保護者自身の
食行動が良好であることが報告されている11）。つま
り、子どもがスポーツ活動習慣を有する保護者では子
への食教育に対する意識も高いことが推測されるが、
日本人児童のスポーツ活動の有無とその保護者の食教
育に対する意識の関連について調査された先行研究は
我々が知る限りなく、中学生の保護者を対象とした先
行研究が 1 編21）のみという現状にある。児童に対する
食育推進には、支援者である保護者を含めた教育が望
ましいこと19）を前提とすると、児童のスポーツ活動の
有無とその保護者の食教育意識の関連を明らかにする
ことは食育プログラム作成において有用な情報となり
得る。
　さらに、運動やスポーツ活動の有無に加え、運動強
度、時間、頻度で規定される身体活動量の程度は、児
童の体力22）やメンタルヘルス23）といった健康状態も密
接に関連することが報告されており、子どもの身体活
動指針「アクティブ・チャイルド60min」24）では中等
度強度以上のスポーツ活動を週に 7 時間以上行うこと
が推奨されている。スポーツ活動の実施が児童の食生
活に影響する 8）, 9）, 16）とすれば、その影響性の程度はス

ポーツ活動の積極性、例えば、活動の実施時間（練習
時間）にも依拠する可能性が推察される。しかし、こ
れまでのスポーツ活動と食意識・食行動の関連を調べ
た先行研究 8）, 9）, 16）, 17）では、スポーツ活動が有るか無
いかの視点からの検討に留まっており、活動時間との
関連は不明である。
　したがって、本研究の目的は、今日の日本人児童の
食意識の現状に関して、積極的なスポーツ活動（運動）
習慣を有する児童とそうでない児童の差異をスポーツ
活動の実施時間の視点を含めて明らかにすること、加
えて、児童のスポーツ活動状況とその支援に関わる保
護者の食教育に対する意識との関連性を検証すること
とした。

Ⅱ　方法

1 ．対象者
　対象者は、2014年から2016年にかけて調査協力の得
られた福岡県に在住する小学 4 年生から 6 年生までの
児童440名（福岡県O市内のA小学校296名、福岡県内
のBスイミングスクール 9 校のジュニア選手144名）
とその保護者であった。児童のうち、スポーツ活動状
況についての回答が得られなかった24名、回答に不備
のあった16名を除外し、最終的な分析対象者を400名
とした。保護者については、前述した分析対象児童の
保護者400名のうち、回答に不備のあった 3 名を除外
した397名を分析対象者とした。
　A小学校においては保護者用質問紙の表紙に研究の
主旨や方法、研究への協力が自由意思であること、非
協力の場合でも不利益を被らないこと等を説明した文
章によるインフォームドコンセントを行い、研究参加
に同意する場合のみ保護者と児童の両者を記名した上
で質問紙へ回答するように依頼した。 Bスイミングス
クールにおいては、別紙の研究説明文章によるイン
フォームドコンセントを行い、児童と保護者の両者記
名による同意を得た。なお、本研究は就実大学・就実
短期大学教育・研究倫理安全委員会（No.139）および
中村学園大学倫理審査委員会（倫理-14-009）の承認を
得た。
　

2 ．調査方法
　自記式質問紙を用いた調査は、毎年同一期間（ 6 月
から 8 月）に実施した。A小学校においては、学校長
を代表窓口とし担任教諭を通じて質問紙の配布・回収
を依頼した。児童用質問紙は、クラス担任教諭の指導
のもとで教室にて児童自身が回答し、保護者用質問紙
は、児童が持ち帰り自宅にて保護者に回答させた。B
スイミングスクールにおいては、各スクールの担当
コーチに質問紙の配布・回収を依頼し、児童とその保
護者は自宅にて各質問紙に回答させた。
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3 ．調査内容
　児童のスポーツ活動状況は、保護者用質問紙中に「学
校の運動クラブ活動または学外のスポーツクラブ活動
（スイミングなど）の所属状況を教えてください」と
記載した上で、所属の有無、スポーツ種目、 1 回あた
りの運動時間および週あたりの頻度を尋ねる質問を設
け調査した。当該回答に基づき、部活動やスポーツク
ラブ等に所属している児童を運動群、所属していない
児童を非運動群とし 2 群に分類した。さらに、運動群
は「アクティブ・チャイルド60min」24）に基づき、ク
ラブ等で週に 7 時間以上のスポーツ活動を行う児童を
高水準、7 時間未満の児童を低水準に分類した。なお、
バレエに代表される芸術性の高い運動種目がスポーツ
に該当するか否かは議論の渦中にあり25）、定義付は困
難であるが、対象者が設問に記入したことを以ってス
ポーツクラブ所属と判断した。すなわち、上述の通り
当該設問では「学校の運動クラブ活動または学外のス
ポーツクラブ活動の所属」を前提として回答を要求し
ており、それに記入した時点で、調査対象者は当該活
動を芸術ではなくスポーツ活動に関連する身体活動と
認識しているものと判断した。
　児童の食意識は、先行研究 8）～10）を参考に作成した
児童用質問紙を用い、 6 つの設問項目について、「あ
なたは次のことに気をつけて食事をしていますか」と
の質問に対して「はい/いいえ/わからない」の 3 件法
にて回答を求め、評価した。設問項目は、「朝･昼･夕
の 3 食必ず食べる」「残さないように食べる」「好き嫌
いしないようにする」「いろいろな種類の食べものを
食べる」「食事をゆっくりよくかんで食べる」「ごはん
とおかずをかわるがわる食べる」とした。また、朝食
摂取状況に関して「毎日朝ごはんを食べるか」の設問
に対し「ほとんど毎日食べる」「 1 週間に 2 ～ 3 日食
べないことがある」「 1 週間に 4 ～ 5 日食べないこと
がある」「ほとんど食べない」の 4 件法にて回答を求
め、先行報告 8）に準じて「ほとんど毎日食べる」「 1
週間に 2 ～ 5 日食べないことがある」「ほとんど食べ
ない」の 3 つのカテゴリーで集計した。
　保護者の食教育に対する意識は、保護者用質問紙中
の「朝・昼・夕の 3 食必ず食べる」「好き嫌いしない
ようにする」「できるだけ多くの食品を食べる」「食事
のバランスを考えて食べる」「食事をゆっくりよくか
んで食べる」「ごはんとおかずをかわるがわる食べる」
の 6 設問について、「あなたのお子様に対して次のこ
とに気をつけさせていますか」と質問し、「はい/いい
え/わからない」の 3 件法にて調査した。
　

4 ．統計処理
　各設問項目の回答割合における 2 群間（非運動群 
vs. 運動群、児童 vs. 保護者）および 3 群間（高水準 
vs. 低水準 vs. 非運動群）の比較は、Pearsonのカイ二

乗検定およびFisherの直接確率検定を用いた。ただ
し、期待度数 5 未満のセル（マス目）が期待数のセル
のうち20％以上観察された場合は、Fisherの直接確率
検定のみを採用した。その際、R×C分割表において
はモンテカルロ法にて有意確率を算出した。また、効
果量としてCramerのV値を算出し、V値が0.1未満を
ほとんど無い、0.1以上0.2未満の場合を小さい、0.2以
上0.4未満の場合を中程度、0.4以上0.6未満の場合を比
較的大きい、0.6以上0.8未満の場合を大きい、そして0.8
以上の場合をとても大きいとした26）。以上の統計解析
は、SPSS Statistics Ver.25およびSPSS Exact Testsを
用い、統計学的有意水準は 5 ％とした。
　さらに、本研究では、有意な群間差が認められた場
合はR×C分割表中のセルの比率間の有意差を検討す
るため、規定の手順27）で多重比較を行った。具体的に
は、まず、行に群、列に回答数とした分割表から、比
較したい 2 つのセルを選択し、観測値（回答数：例と
してa、bとする）および期待値の平均（a’、b’）を導
出した。次に、期待値の差（E：a’ - b’）とEの分散（σ 2）
を算出した。さらに、観測値（a - b）の差からEを引
いた絶対値（D：｜（a - b） - （a’ - b’）｜）を算出した。
最後に、D≧ 3 σのときに 2 群間に有意差ありと判定
した。以上の検定は、Microsoft office Excel 2016を
用いた。

Ⅲ　結果

1 ．対象者の属性
　表 1 に対象者の属性を示した。非運動群は103名（男
子39名：37.9％、女子64名：62.1％）であった。運動
群297名（男子164名：55.2％、女子133名：44.8％）が
所属するスポーツクラブの競技種目は、スイミング
188名（63.3%）、サッカー 29名（9.8%）、野球16名（5.4%）
が上位を占め、 1 週間の平均総運動時間は、8.4±6.1
時間であった。また、運動群のうち低水準は125名（総
運動時間：2.3±1.7時間/週；男子68名：54.4％、女子
57名：45.6％）、高水準は172名（総運動時間：12.9±3.7
時間/週；男子96名：55.8％、女子76名：44.2％）であっ
た。なお、運動群のうち芸術性の高い種目（方法を参
照）に該当したのは、フラメンコ（ 1 名）、エイサー（ 1
名）、日舞（ 1 名）であり全員が低水準群であった。
　

2 ．スポーツ活動状況による児童の食意識
　表 2 に非運動群と運動群の児童の食意識を比較し
た。「朝･昼･夕の 3 食必ず食べる」の設問のみ有意な
群間差が認められ、「はい」と回答をした割合は運動
群が非運動群より有意に高かった。男女に分けて解析
した結果、男子では、「朝･昼･夕の 3 食必ず食べる」
の設問に「はい」と回答した割合は運動群が非運動群
より有意に高く、「いいえ」と回答した割合は有意に
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低かった。女子では、「いろいろな種類の食べものを
食べる」の設問において有意な群間差が認められた
が、多重比較による有意差は認められなかった。
　次に、運動群を低水準と高水準に分け 3 群間で比較
した（表 2 ）。高水準の児童では、「朝･昼･夕の 3 食必
ず食べる」の設問に「はい」と回答した割合が非運動
群より有意に高く、「わからない」と回答した割合が
低水準の児童より有意に低かった。また、高水準の児
童は、「いろいろな種類の食べものを食べる」の設問
に「わからない」と回答した割合が低水準の児童より
低かった。男女に分け検討した結果、男子の高水準は
「朝・昼・夕の 3 食必ず食べる」の設問に「はい」と
回答した割合が非運動群および低水準より有意に高
く、一方「いいえ」と回答した児童は 1 名であり非運
動群と比較して有意に低い割合であった。また、「い
ろいろな種類の食べものを食べる」の設問にも有意な
群間差が認められた。女子の高水準の児童は、「いろ
いろな種類の食べものを食べる」の設問に「わからな
い」と回答した割合が非運動群より有意に低かった。
　

3 ．スポーツ活動状況による児童の朝食摂取状況
　表 3 に非運動群と運動群の朝食摂取状況を示した。
運動群の「ほとんど毎日食べる」と回答した割合は、
非運動群と比較して有意に高かった。男女別の分析で
は、男子のみで群間差が認められ、運動群は非運動群
と比較して、「ほとんど毎日食べる」と回答した割合
が有意に高く、「週に 2 ～ 5 日食べない」「ほとんど食
べない」と回答した割合が有意に低かった。さらに、
非運動群および低水準、高水準の 3 群間で比較したと
ころ、「ほとんど毎日食べる」と回答した高水準の児
童の割合は、非運動群より有意に高かった。また、性
別に分けた検討の結果では、男子の高水準群は、全員
が「ほとんど毎日食べる」と回答し、その割合は非運
動群と比べて有意に高く、「週に 2 ～ 5 日食べない」、
「ほとんど食べない」と回答した割合は有意に低かっ
た。女子では有意な群間差は認められなかった。
　

4 ．児童のスポーツ活動状況による保護者の食教育
に対する意識

　表 4 に児童のスポーツ活動状況による保護者の食教
育に対する意識を示した。「できるだけ多くの食品を
食べる」と「食事のバランスを考えて食べる」の食教
育に対する設問に「はい」と回答した割合は、運動群
の保護者が非運動群の保護者より有意に高かった。こ
れら 2 つの設問について運動群を低水準と高水準に分
けた 3 群間比較では、「はい」と回答した割合は、高
水準の保護者のみが非運動群の保護者より有意に高
かった。児童の性別毎に検討した結果、男子児童の保
護者では「できるだけ多くの食品を食べる」の設問に
「わからない」と回答した割合は、運動群、高水準お

よび低水準が非運動群と比較して有意に高い割合を示
した。女子児童の保護者では「食事のバランスを考え
て食べる」の設問に「はい」と回答した割合は、高水
準が非運動群と比べ有意に高く、「わからない」と回
答した割合は有意に低かった。
　さらに、スポーツ活動状況別に児童の食意識と保護
者の食教育に対する意識を比較した結果、「好き嫌い
しないようにする」の設問では全ての群で有意な群間
差が認められ、「はい」と回答をした割合は、児童が
保護者に比べて有意に低値であった。「食事をゆっく
りよくかんで食べる」の設問に「わからない」と回答
した割合は、運動群のうち高水準において、児童が保
護者より有意に高値であった（表 5 ）。

Ⅳ　考察

1 ．スポーツ活動と児童の食意識および食行動
　本研究では、児童のスポーツ活動状況と食意識の関
連を調査した。その結果、運動群の「朝･昼･夕の 3 食
必ず食べる」食意識は、非運動群に比べて肯定的な回
答をした割合が高く、朝食を毎日摂取していると回答
した割合も高かった。さらに、運動群の中でも本研究
で高水準と位置付けた 7 時間/週以上の運動を行う児
童は、一部の食意識と朝食摂取状況において、非運動
群と顕著な違いが認められた。しかし、運動群と非運
動群に差が認められた食意識は、男女合わせた結果で
は上述の設問 1 つのみと限定的であった。さらに、「食
事をゆっくりよくかんで食べる」「ごはんとおかずを
かわるがわる食べる」の 2 設問に対して肯定的な回答
をした割合は、その他の設問に比べ極めて低いという
実態も明らかとなった。
　先行報告 8）において、スポーツクラブに所属する児
童のうち「朝･昼･夕と 3 食必ず食べる」ことを意識し
ている者の割合（95.5％）が、一般児童（84.5％）と
比し約10％程度高いことが報告されている。本研究の
スポーツクラブ等の所属の有無から分類した運動群と
非運動群の 2 群間においても、運動群（93.3％）は、
非運動群（85.4％）より約10％程度有意に高い割合を
示した。さらに、この実際の朝食摂取状況に関して、
ほとんど毎日食べると回答した児童の割合（運動群：
95.3％、非運動群：83.5％）は、2006年に調査された
先行報告（スポーツクラブ所属児童：97.0％、一般児童：
85.4％）8）と類似する結果を示した。このように、本研
究の結果は、スポーツを行っている児童は食に関する
意識が高く朝食習慣が確立しているとした先行報告 8）

を支持するものである。さらに、本研究の運動群を週
あたりの活動時間で分類して解析を行った結果、これ
らの設問について肯定的な回答をした割合は、非運動
群に比して、 7 時間/週以上の活動を行う高水準の児
童では有意に高く、低水準の児童では有意な差を認め
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なかった（表 2 ）。これらの結果より、児童のスポー
ツ活動と「朝･昼･夕と 3 食必ず食べる」食意識および
朝食摂取習慣の関連の程度は、スポーツ活動への積極
性を反映すると想定した活動時間に依拠すると考えら
れた。食意識や食行動をスポーツ活動時間の観点から
検討した先行研究はなく、本検討結果は本研究のオリ
ジナリティの 1 つである。先行研究において、学校の
授業以外でスポーツ活動を行っている者は、スポーツ
指導者からも栄養・食事に関する情報を享受する機会
があることが報告されており28）、より積極的にスポー
ツ活動を行う児童ほどスポーツと栄養の関わりについ
ての情報を得る機会が多く、食意識の高さや良好な朝
食摂取状況に関連する可能性が推察される。 
　一方、本研究で児童の食意識に関して運動群と非運
動群に差が認められたのは 6 設問中 1 つのみと限定的
であった（表 2 ）。先行報告 8）において「好き嫌いを
しないようにする」食意識に関して肯定的な回答をし
た割合は、スポーツクラブに所属する児童が63.9％を
占め、一般児童（36.8％）より高いことが報告されて
いた。しかし、本研究の運動群（運動群：65.3％、高
水準：65.7％、低水準：64.8％）と非運動群（69.9％）
に差異は認められず、先行報告と異なる結果を得た。
過去に日本スポーツ振興センターが調査した一般児童
（スポーツ習慣の無い児童と有る児童の両方が調査対
象に含まれていると思われる）の食意識のうち「好き
嫌いをしないようにする」ことを意識している児童の
割合は、2000年が33.0％29）、2005年36.8％10）、2007年
53.3％30）、2010年43.7％31）という経年変化が確認でき、
2015年前後に調査した本研究の非運動群では69.9％で
あった。つまり、2005年以降から今日までに、一般児
童の食意識の水準が高まってきたと考えられる。2005
年は食育基本法が制定された年であり、それ以降に食
育が推進されてきた経緯 7）を考えるとこのような経年
変化は興味深い。しかし、本対象者が調査時点までに
学校等で受けた食育の状況は不明であるため、本点は
別途検討の必要がある。一方、スポーツ活動習慣を有
する児童に限定すると、「好き嫌いをしないようにす
る」食意識に肯定的な回答をした割合は、2006年に調
査されたスポーツクラブに所属する児童で63.9％ 9）で
あるのに対し、約10年経過した本研究の運動群は
65.3％であり、一般児童にみられた経年変化と比較し
て大きいものではなかった。このように、本研究にお
いて、先行研究 8）で報告されているスポーツ活動の有
無による食意識の差異が認められなかったという結果
から、2005年以降、一般児童の食意識がスポーツ活動
を行っている児童の水準に近付いてきたことが一要因
である可能性が推察された。
　しかし、 6 つの設問項目に関して肯定的な食意識を
持つ児童の割合に着目すると、「朝･昼･夕の 3 食必ず
食べる」「残さないように食べる」「好き嫌いしないよ

うにする」「いろいろな種類の食べものを食べる」の
4 設問では63.1～95.9％であったのに対し、「食事を
ゆっくりよくかんで食べる」「ごはんとおかずをかわ
るがわる食べる」の 2 設問では47.1～63.2％と低値を
示した。過去に日本スポーツ振興センターが実施した
一般児童の食意識に関する調査を参照すると、「食事
をゆっくりよくかんで食べる」ことを意識する児童は、
2000年に38.2％29）、2005年44.4％10）、2007年46.1％30）、
2010年48.1％31）、2015年前後に調査した本研究の非運
動群で57.3％、運動群で47.8％と、50％前後の水準を
推移しており、前述の「好き嫌いをしないようにする」
食意識の高まりには伴わず、比較的低い水準にあると
考えられた。さらに、「食事をゆっくりよくかんで食
べる」食意識に対し「わからない」と回答した児童の
割合も、2000年に38.8％29）、2005年34.3％10）、2007年
27.8 ％30）、2010年29.7 ％31）、 本 研 究 の 非 運 動 群 で
29.1％、運動群で32.0％と、30％前後の割合を占めた
まま推移し、顕著な経年変化はない。この中間選択で
ある「わからない」は、設問に対して“答えたくない”“答
えにくい”“関心が無い”といった選択的逃避を含み、
意味がわかりにくい場合や日頃考えていないようなこ
とを尋ねられた場合に回答が増えることが報告されて
いる32）。本研究結果で「わからない」と回答した要因
は不明であるが、児童にとっては、当該設問の食行動
の重要性を理解していない、日頃から気にしていな
い、あるいは言葉の概念を理解することが困難である
可能性が推測される。したがって、このような「わか
らない」との回答が多い設問に関する食行動について
は、より丁寧に食教育を行う必要性があると考えられ
た。
　男女に分けて検討を行った結果、男子では、運動群
の児童の「朝･昼･夕の 3 食必ず食べる」食意識と朝食
摂取状況が良好であることが示唆された。さらに運動
群のうち高水準の男子は、 1 名除く95名（99.0％）が
「朝・昼・夕の 3 食必ず食べる」ことを意識し、96名
全員（100.0％）が朝食をほぼ毎日食べていると回答
しており、非運動群と比べて良好であった。一方、女
子では、「いろいろな種類の食べものを食べる」食意
識にスポーツ活動状況による群間差が認められたが、
男子で関連が認められた「朝･昼･夕の 3 食必ず食べる」
食意識については同様の結果は得られず、スポーツ活
動状況と食意識の関連の有無には性差があることが考
えられた。小学 6 年生の日本人児童を対象とした先行
研究において、積極的なスポーツ活動習慣は、男女共
に朝食摂取状況と高い関連があることが報告されてい
る33）。しかし、 9 ～10歳のイギリスの児童を対象とし
た先行研究では身体活動量と朝食摂取状況の関連につ
いて男子のみで認められたことが報告されている34）。
スポーツ活動と食意識や食行動の関連を性別の視点か
ら調査した知見は不足しており、性差が生じる理由に
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ついては不明であるため、今後さらなる検討が必要と
思われる。
　

2 ．児童のスポーツ活動の有無と保護者の食教育に
対する意識

　保護者の食教育に対する意識に関して、児童のス
ポーツ活動状況による差異を検討した結果、運動群の
保護者は非運動群の保護者に比べ、できるだけ多くの
食品摂取を促すことや食事バランスを考えるといった
食教育に対する意識が高いことが明らかとなった。
　その差異の要因として、スポーツクラブに所属して
いる子どもとその保護者は、コーチなどのスポーツ指
導者から食事や栄養に関する情報を得る機会があるこ
とが考えられる28）。中学生を対象とした先行研究では
あるが、週に 2 回以上の運動習慣を有する生徒の保護
者は、家庭内での食事内容や運動後の食事摂取のタイ
ミングについての意識が運動習慣のない生徒の保護者
に比べて高いことが報告されている21）。本研究におい
て保護者の「朝・昼・夕の 3 食必ず食べる」食教育に
対する意識は、スポーツ活動の有無に関わらず肯定的
な回答が95％前後と高い水準にあり、明らかな群間差
は認められなかったが、「できるだけ多くの食品を食
べる」、「食事のバランスを考えて食べる」食教育に対
する意識は、高水準のスポーツ活動を行っている児童
の保護者の意識が高かった。つまり、児童のスポーツ
活動を通して、その保護者が児童の競技力向上を目的
とした食事バランスといった食事内容に関する情報を
得る過程で子への食教育に対する意識も高まった可能
性が推察された。
　また、児童と同様に保護者においても「食事をゆっ
くりよくかんで食べる」、「ごはんとおかずをかわるが
わる食べる」食教育に対する意識は、その他の設問に
比べて肯定的な回答をした割合が低いことが明らかと
なった。保護者および児童が共通して、ゆっくりよく
かんで食べる、ごはんとおかずをかわるがわる食べる
といった食意識が低いという実態から、今日までその
重要性が浸透していない、もしくはその食育が充分で
ない可能性が推測された。
　さらに、肯定的な回答をした割合に関して、保護者
と児童の間に差異がみられた設問があり、両者の意識
の一部にギャップが存在する可能性が考えられた（表
5 ）。健康日本215）の目標に掲げられている「朝・昼・
夕の 3 食必ず食べる」の設問では、他の設問よりも児
童と保護者共に共通して意識が高かった。これらは、
「早寝早起き朝ごはん」国民運動推進によって行われ
た行政や学校等における取り組み35）により、保護者と
児童の意識が共に向上してきた成果と推察される。し
かし、「好き嫌いしないようにする」の設問では、児
童に気をつけさせていると回答した保護者の割合に対
し、児童の肯定的な回答の割合は低かった。また、「食

事をゆっくりよくかんで食べる」の設問では、運動群
とりわけ高水準の児童は、保護者と比して「わからな
い」と回答した割合が多かった。これは、それらの設
問に関する食行動に関して、保護者の教育如何に関わ
らず児童自身がその重要性を認識できていない可能性
を示唆する結果と考えられる。児童の好ましい食習慣
の獲得といった行動変容には、動機付けに関わる知識
習得のための食環境の整備も必要となる20）。大木ら11）

は、食事内容の問題点の判断ができないと回答する保
護者は、食育推進に家庭以外の機関との連携を必要と
しており、家庭以外の場での食育推進に、小学校やス
ポーツクラブでの活動が貢献する可能性を示唆してい
る。本研究にて児童と保護者の一部の意識にギャップ
が存在する、もしくは食育が充分でない可能性が考え
られたことから、今後はより一層保護者を含めた食育
を推進することに加え、学校のみならず学外活動など
多分野とのネットワークの構築・食育プログラムの立
案といった食環境の整備も必要であろう。
　本研究の限界点として、第一に、運動群とりわけ高
水準の児童の多くは水泳を行なっている児童であり
（運動群のうち63.3％、高水準で82.0％）、一般化可能
性に慎重を要する。これは、対象者募集のフィールド
にスイミングスクールを含んだことが要因である。た
だし、日本人 4 ～11歳の習いごとの最上位がスイミン
グであること36）を考慮すれば、わが国の積極的な運動
習慣を有する児童の代表的な集団とも考えられる。一
方、競技種目によっては食への考え方やクラブ等での
指導内容が異なる可能性も否定できないため、今後、
種目毎の追検討を行い、一般化するためにより適した
根拠を確立していく必要がある。第二に、本研究では
スポーツ活動の積極性が身体活動水準の高さと関連す
ると仮定し検討を行ったが、本研究の身体活動の評価
は、スポーツ活動の実施時間の評価に留まっており、
厳密な強度、頻度および運動様式を含めた評価を行え
ていない。しかし、本研究では中等度強度以上の運動
を420分/週（60分/日× 7 日）以上実施しているか否
かという先行研究24）に基づいた活動時間にて運動群を
分類している。児童の運動習慣と食の関連を調査した
先行研究は、スポーツクラブ等の所属の有無による視
点から検討されたものが散見されるのみであり、身体
活動の程度に着目した点は、本研究のオリジナリティ
のひとつであった。
　第三に、スポーツ活動の有無と児童の食意識の関連
を検討した横断的研究であり、その因果関係の検証に
は至らないことである。児童の食意識や食行動には、
スポーツ活動だけでなく睡眠時間、家庭環境、経済状
況など様々な因子が影響すると思われる。Lazze-
riら37）は、2002年から2010年の朝食摂取状況の動向を
調査し、ヨーロッパ諸国の低所得家族の子どもは摂取
率が増加していないこと、朝食摂取状況に家族構成が
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影響することを報告している。日本でも、生活困難世
帯は非生活困難世帯に比べて朝食摂取頻度が低いこと
や38）、保護者の世帯収入が学外におけるスポーツ活動
状況に影響することが報告されている39）。つまり、本
研究の運動群は、全員がスポーツクラブに所属してお
り、本研究で認められた食意識や朝食摂取状況のス
ポーツ活動状況による差異は、家庭の経済状況の影響
を受けている可能性も否めない。今後の課題として、
家庭の経済状態、家族構成などの食生活に関する因子
も加えての検討が必要である。また、一般的に児童の
運動部やスポーツクラブ加入率は学年進行と共に増加
する36）。本研究の非運動群は 4 年生の占める割合が高
く、低水準、高水準とスポーツ活動時間が増えるに従っ
て 4 年生の割合は低くなり、 5 ・ 6 年生の割合が高く
なった（表 1 ）。そのため、学年別による食意識およ
び朝食摂取状況を比較したところ「食事をゆっくりよ
くかんで食べる」の設問項目でのみ、学年が上がるに
従って肯定的な回答割合が低くなることが認められた
が（χ 2=27.064、df＝ 4 、p<0.001）、それ以外の項目
では学年による差異がないことを確認している。今後
は、学年による学校教育の違いが結果へ与える影響を
鑑み、検証する必要性も考えられた。

Ⅴ　結論

　本研究は、今日の日本人児童のスポーツ活動状況に
着目し、児童の食意識や食行動（朝食摂取状況）との
関連および食の支援に関わる保護者の食教育に対する
意識との関連について検討を行った。その結果、子ど
もの身体活動指針で推奨されるような積極的なスポー
ツ活動習慣を有する男子児童でのみ、朝･昼･夕の 3 食
必ず食べることに関する食意識および朝食摂取状況が
良好であった。一方、その他の項目においては先行研
究で報告されているスポーツ活動状況による差異が認
められず、スポーツ活動の有無による児童の食意識に
大きな差異はない可能性が示唆された。保護者の食教
育に対する意識は、スポーツ活動習慣を有する児童の
保護者の方ができるだけ多くの食品摂取を促すことや
食事バランスを考えるといった食事内容に関する食意
識が高く、児童と保護者の意識にギャップが存在する
ことが明らかとなった。さらに、ゆっくりよくかんで
食べる、ごはんとおかずをかわるがわる食べるといっ
た食意識は、児童・保護者共にスポーツ活動状況に関
わらず他の食意識と比べ低い水準にあり、今後の食育
推進における課題と考えられた。児童全体を取り巻く
栄養や食の環境は常に変化している中で、競技スポー
ツや学校体育の現場においては、児童の食意識・食行
動の現状を定期的に把握し、児童に今どのような食育
が必要かを見極め、保護者や学外活動を含めた食育推
進を図る必要性があると考えられた。
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ABSTRACT

【Aim】
This study investigated the association between the sports participation status, including the duration of activity, 
and awareness related to dieting behaviors in primary school children and parents’ awareness of dietary educa-
tion for children.

【Methods】 
This study included 400 fourth-grade to sixth-grade school children and their parents. Awareness related to diet-
ing behaviors/education and breakfast habits were assessed using a questionnaire. The participants were classi-
fied into sports (SG) and non-sports groups (Non-SG) according to whether each child belonged to a sports club. 
The SG was further divided into high-level (High-SG) and low-level (Low-SG) categories based on whether they 
performed sports-related activities for ≥ 7 h/week.

【Results】 
SG children, particularly those in the High-SG category, had significantly higher percentages of positive answers 
for “eat three meals a day” than Non-SG children. Significantly more SG children had breakfast daily. Similar re-
sults were observed only for boys when the data were analyzed according to sex. The parents of the High-SG 
children had a significantly greater educational awareness regarding “eating as much food as possible” and “con-
sidering a well-balanced diet” than the parents in the other groups. Significant differences in the percentage of 
positive responses regarding a part of dietary awareness were observed between the children and their parents.

【Conclusion】 
The present results indicate that a sports participation status of children may be partly associated with aware-
ness of dietary behaviors among children as well as an awareness of dietary education for children among their 
parents. A gap between the children’s and their parent’s awareness of eating behaviors was also highlighted.

Keywords: �primary school children, dietary habits, exercise duration, exercise habits


